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言葉の「内言的」意味と、マスターテクス トアプローチでの自己表現活動
岡崎 洋三*
要 旨
マスターテクストアプローチでは、3種類の文脈の中での言葉の意味が学習される。母語話者
は言葉の「内言的」意味をもつているが、自己表現活動において学習される言葉の意味には「内
言的」意味をもつものがある可能性がある。自己表現活動において表現者である自己が顕在化し、
それがどんな「わたし」であるかということから見えてくる言葉の意味と誤用がある。
【キーワード】内言、自己表現活動、マスターテクストアプローチ、意味、誤用
1 は じめに
日本語の学習者が学習する言葉の意味についての考
察を行なう。本考察では、言葉の意味と言い、語の意
味とは言わない。2節と3節において、日本語の母語
話者にとつての言葉の意味、通常行なわれていると見
られる初級レベルの日本語教育の学習者にとつての言
葉の意味、そして、西日 (2010;2012)_が提唱する
「自己表現活動中心のマスターテクス トアプローチ」
(以下、マスターテクス トアプローチと略称する)に
おける自己表現活動において学習者が学習する言葉の
意味について考察する。言葉の意味と、ヴィゴツキー
心理学で言う内言の関係についても上記3者に関して
考察する。
4節において事例をあげて考察を行ない、5節で自
己表現活動の必要性についての私見を述べる。
2 語の意味と、言葉の意味
語の意味については、成分分析的には弁別的意味特
徴、百科事典的意味、文体的特徴があり、そして対象
に対する人間の見方 。捉え方という認知能力が反映さ
れていると言われている (『新版 日本語教育事典』
pp.268-269より、以下『事典』と略称)。 また、「語
の用法と意味」というふうに「用法」と「意味」を区
分して言うが、語の意味と用法は分かちがたい面があ
るといえる (『事典』p.307)。
本考察において、語ではなく、言葉という語を使用
するのは、「言葉遣い」における言葉を考察対象とす
るということである。筆者は、教室内では教室内での
言葉遣いがあり、教室外では、様々な場面によつての
言葉遣いがあると捉えている。それが学習場面であつ
ても言葉遣いというものがあると捉えている。
言語学で言う「語の意味」の「語」とは、言語学の
研究枠組みの中で捉えられるものであり、筆者が言う
言葉とは、教室内外での現実の使用と運用の中に存在
するもので、音声言語に関しては、発せられては消え
ていくものである。
本考察では、「書かれた」言葉についての考察を行
なう。これは書き言葉と言われているものだけではな
く、文字通り「書かれた」ものを意味している。例え
ば、「会話文を作ってください」の教師の指示のもと
に学習者によつて書かれた言葉もこれに入る。この書
かれた言葉は音声言語のようには消えていかない。
*大阪大学国際教育交流センター非常勤講師
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3 言葉の意味
3-1 母語話者の場合
母語話者は母語習得を経て母語での言語生活を送つ
ている。言語生活とは、日々の生活の中でその言語を
使用し、その言語で本を読んだり友人と語り合ったり
などの活動を行ない、そしてその言語での学習も行なっ
ている生活である。外国語の学習者にとっては、学習
対象としての外国語でのこのような言語生活は限られ
たものになる。
母語での言語生活における言葉の意味とは、使用場
面や文脈の中でのその言葉の意味であり、言葉遣いに
おける語用論的意味である。使用と運用の中にその言
葉の意味があり、文脈におけるその言葉の意味がその
言葉の意味である。母語話者が言葉の意味について辞
書的語義を学習するのは「後から」である。
母語話者はまた、ヴィゴツキー心理学で言う内言を
獲得している。内言の特徴の中には、「単語の意味の
単語の語義に対する優越」「意味の作用」があり、母
語話者は言葉を見たり聞いたりした際に頭の中で自由
に「内言的」に思い浮かべることができるものをもつ
ている。例えば、「連想できること」がある。母語話
者にとっての言葉の意味には、このような「内言性」
が含まれ得る。
内言の意味について、中村和夫の次のような言葉が
ある。
「内言は個人の意識の中で生じている現象である。し
たがつて、内言が展開されている文脈は、それぞれの
個人によってそれぞれに異なる主観的な世界である。
このような意識の中では、ヴィゴーツキーがポーラン
(Paulhan,F.)の言葉を借 りているように、「語の意
味は決して完全なものではない。とどのつまり、語の
意味は世界の理解と人格全体の内部構造に依存してい
る」のである。」(中村2010:15)
筆者は、内言とは個人の主観的な世界にあるもので
あり、極めて私′l■が強いものであると捉えている。内
言の意味には、筆者が「わたしの意味」と呼ぶものが
ある。それは日々の対話においてしばしば見出せるも
ので、対話者から「それはどういう意味 ?」 と、聞き
返し。確認・より詳しい説明等を求められることがあ
るものであり、そして、発話者自身が「主張したいこ
と」「価値があると表明したいこと」である。これは、
聞き手側が知識として知らないこととしての言葉の意
味ではなく、発話者が内言的にもつている「わたしに
とってのこの言葉の意味Jである。
3-2 通常の入門・初級レベルの学習者の場合
外国語としての日本語の入門者にとつての言葉の意
味とは、教科書におけるその言葉の対訳、イラスト等
で表される意味、辞書的な語義であり、そして、文法
文型重視の教育においては、文型文法に関わるその言
葉の用法的意味を含めてその言葉の意味を学習してい
く。つまり、教科書におけるその言葉の使われ方・用
例という文脈の中でのその言葉の意味を学習していく。
そして、日本語能力試験等の客観テストについて言う
ならば、テストの問題文という文脈におけるその言葉
の意味がその言葉の意味だと言うことができる。すな
わち、教科書と客観テストにおける初級の言語事項の
使われ方という文脈の中での言葉の意味がその言葉の
意味だと言うことができるだろう。
内言とは内面における言語的思考活動だと言えるが、
初級レベルの学習者が持ち得る「日本語に関わる内言J
については、それがどのようなものであるかについて
はよくわかつていない。短期記憶としての日本語に対
して、長期記憶としての日本語については、それが持
ち得る内言性について考察対象になりうると思われる。
中級レベルの学習者の中には、日本語に関わる内言を
もつているのではないかと見られる学習者もいる可能
性がある。バイリンガルは両言語での内言を持つてい
るだろう。
3-3 マスターテクス トアプローチの学習者の場合
マスターテクストアプローチでは、入門レベルから
次のような学習が行なわれる。
教科書のVol.1は2のテーマ及び トピックからな
るが、学習者はそれぞれのテーマ・ トピックについて、
ナラティヴと呼ばれる談話を学習し、そのテーマに関
わる自分自身のことについて話し、自分の話を書き、
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これについて話し合い、発表活動も行なう。このナラ
ティブがマスターテクストであり、そして、様々なテー
マ・ トピックという内容に関して音声言語と書記言語
の統合的な学習を行なうことを自己表現活動と呼んで
いる。
Vol.1とVol.2のマスターテクストの中に、入門期
から初級レベルで学習する言語事項が、ナラティブと
いう言葉遣いとして示されている。
このアプローチにおいて学習される言葉には3種類
の文脈がある。それは、テキストの登場人物が語るナ
ラティブという文脈、個々の学習者がこれに応じてつ
くる「わたしの話」という文脈、そして、教室の成員
それぞれがつくる「わたしの話」という文脈である。
マスターテクス トアプローチでは、この3種類の文
脈の中での言葉の意味が学習される。このように、通
常の日本語教育とは言葉が存在する文脈が異なるので
ある。
マスターテクストアプローチでは、マスターテクス
トと呼ばれるナラティブを読み、「わたしの話」を書
くのだが、テクストというひとまとまり性をもつもの
を理解し、テクストというひとまとまり性をもつもの
を表現するということだ。中心になるのは「わたし」
が「わたしの話」というテクストを構築していくこと
であり、言葉の意味はその中にある。
4 事例の考察
4-1 事例
学習者によって「書かれた」言葉を考察対象とする。
以下は、課題としてのエッセイと、授業において書く
ことを伴う学習活動において書かれた言葉の中からの
ものである。この「書かれた」言葉は、「書き言葉」
と称されるものに限らず、例えば、「会話の例文を作っ
てくださいJという指示のもとに学習者が書いた言葉
も、「書かれた」言葉であり、考察対象に入る。
事例 1 富士山に登りたいです。
2 Bさんはトマ トだと思います。
3 わたしは大阪に住んでいます。
4 わたしは、きしゅくしゃに住んでいます。
4-2 考察1 「わたし」から見えてくる意味
事例 1と2について考察する。授業の話題の一つ
として富士山に登る話が出て来た際に、複数の学習者
が「富士山に登りたいです」と表現した。その中で一
人だけ富士山の登山経験者がいることがわかった。こ
れにより、まったく同じ言葉を発していても、登山経
験者が言う「富士山」と、未経験者が言う「富士山」
は持ち得る意味が異なることが分かった。未経験者の
内言には、イメージや想像としての富士山があるのだ
ろうと推測さオЪることに対して、経験者には、体l癸と
記憶の中にある富士山が存在するはずである。このこ
とにより、登山経験者の学習者とは、次のような会話
が可能となる。「いつ行きましたか」「天気はどうでし
たか」「寒かったですか」「どういうふうに登りました
かJ等々 。ひとことで言うならば、経験者には「わた
しの富士山」があり、未経験者にはそういうものは無
いと言えるということだ。このように言葉が持ち得る
意味が異なるのである。
次の事例2は、復習および応用練習という位置づ
けで、既習の形容詞を使つてクラスメー トを表現する
活動を行なった際のものである。「Aさんは、げんき
でおもしろいと思います」というような文をつくる活
動を行なっているときに、学習者Aが学習者Bについ
ては「Bさんはトマ トだと思います」と表現した。教
師 (筆者)がその意味を問うと、Bさんの酔っぱらっ
た顔がトマトに見えるという意味であった。教室に笑
い声が生じた。この隠喩表現には、表現者の自発性と
対話性があり得る。学習者AはBに関しては「表現し
たいもの」が内言としてあつたが、それは既習の言語
事項としての形容詞群の中には見当たらなかつた。学
習者Aのこの表現には「わたしはこれが言いたい」と
いう自発性がある。そして、AはBに関してはこのよ
うな自発性を発揮したという対言舌l■があると角翠釈でき
る。Aは他のクラスメー トに関しては既習の形容詞を
使って教師の指示に基づいた表現をしているのである。
さらに、この表現には学習者Aにとつての「わたし
の意味」としての「Bさんはトマ トだ」があると見な
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すことができる。「わたしの意味」とは、「わたしが表
現したいこと」および「わたしのこの言葉の意味」で
ある。これは母語話者が日常的につくつているような
「わたしの意味」でもある。この「わたしの意味」と
しての言葉が発せられることを通じて、表現者Aとい
う「わたし」がどういう「わたし」か、学習者Bとい
う「わたし」力｀どういう「わたし」かということが表
現されてもいる。それは、例えば、教室外での交流関
係があり、いつしょにお酒を飲むような友人同士とい
うようなことである。
そういう「わたしたち」であるから発せられる言葉
があり、表現される言葉がある。そういう「わたし」
であるから、そういう言葉を発したと角牢釈することも
可能である。
言葉の意味の解釈を通じて表現者がどういう「わた
し」であるかが分かってくることと、そして、そうい
う「わたし」であるから発せられる言葉の意味がある。
4-3 考察2 「わたし」から見えてくる誤用
入門 。初級レベルの学習者の誤用の中心は、文法に
関わる誤用である。これに対して、表現者である「わ
たし」がどんな「わたし」であるかということによつ
て明らかになる誤用、適正ではない言葉遣いとしての
誤用があるのではないだろう力Ъ
事例3の「わたしは大阪に住んでいます」は、表
現者である「わたし」が3週間程度の短期滞在者で
あったことにより、教師はこの表現に違和感を覚え、
「住んでいます」ではなく、「います」「滞在していま
す」「大阪のホテルにとまっています」などをより良
い表現として提示した。これは「住んでいます」の適
正な用法を確認する機会となつた。
そして、これはまた、表現者がどういう「わたし」
であるかに注目することによつて、適正な表現が決定
されるということでもある。3週間程度の滞在者であ
る「わたし」は、「住んでいます」とは言わないとい
うことなのである。
この「わたし」がそういう「わたし」であることを
知らない者にとつては、このことが分からないという
ことだ。
事例 4の「きしゅくしゃ」に関しては、その学習
者が実際に住んでいる建物は「きしゅくしゃ」とは呼
ばれない施設であり、「寮」か 「宿舎Jか、その建物
の固有名詞が適当である。これは対象の適正な指示の
問題である。そして、これもまた、表現者がどういう
「わたし」であるかという問題であるとも言える。教
師がその「わたしJがどこに住んでいるか知らない場
合は、それを知る必要があり、その「わたし」が住ん
でいる施設が分かつた時点で、「きしゅくしゃ」は適
正ではないということが確定するのである。
4-4 考察3 「わたし」の意味とは?
「わたし」から見えてくる意味と「わたしJから見
えてくる誤用について考察を行なつたが、「わたし」
とは何だろう力、「わたし」の意味は何か。
「わたし」が持ち得る意味には、内言的な意味があ
り、森羅万象を表す言葉の中で、「わたし」という言
葉は内言的意味を持つ言葉として象徴的な言葉ではな
いかと思われる。
マスターテクス トアプローチでは、授業が進むにつ
れて、教室の成員についてお互いに知ることが増えて
いく。それは自己表現活動においてお互いについて知
るということである。この活動の中で自己が顕在化し
やすくなり、「わたし」が持ち得る意味も変わりやす
くなり、活′性化するのではないかと思われる。
5 自己表現活動の必要性についての私見
2013年2月現在における筆者の全教育実践から、
自己表現活動の必要性についての私見を述べる。
筆者は授業者間の授業報告および記録とは別に、自
分用の実践研究ノー トとしての授業記録をつけている。
これは、授業後に、心に残つたこと、印象的なこと、
気になること、考えてみたいこと、大切だと思うこと、
記録に残したいことなど、心に生じてくるものを記録
したものである。この授業記録を参照した上で述べて
みる。
通常なされている入門初級レベルの日本語教育では、
自己表現活動が行なわれていないようだと判断するこ
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とがよくあり、その度に筆者は自己表現活動の必要性
を認識してきた。
マスターテクス トアプローチによる教科書のNEJ
のVol.2から学習を始める学習者は既習者である。
その中には、市販教科書を使つた、通常よくあると見
られる日本語学習を行なってきた学習者もいれば、独
学的な学習経験しか持っていないと見られる者もいる。
「通常よくあると見られる」というのは、3-2節で述
べたような学習者である。
自己表現活動が行なえるということは、マスターテ
クストを理解し、朗唱または暗唱ができ、そして様々
なテーマ 。トピックでの「わたしの話」をすることが
できて、それを書くこともプレゼンテーションなどの
発表活動もできるということである。ここに至る過程
において、学習者によつては、 トレー ニング的練習や
副|1練′陛のある練習が必要とされる場合がある。それは、
身につくまでやるというような、そういうトレー ニン
グというものがあるのだが、その経験が無いとみなさ
れる場合である。
また、Vol.1の学習において身につけることが期待
されている「基礎」というものがあり、これが危うい
と見られる学習者については、このアプローチにおい
て習得対象となつている「基礎日本語」における「礎」
について考えさせられる1。 これは自己表現活動を行
なう上での「礎」が危ういということである。
自己表現活動は、授業毎に日々行なうものと、最終
日などに行なう発表活動の二種類に大別できる。後者
について言えば、その教育目標として、私見において
は、学習者自身が内発`性と主体性をもつて表現できる
ひとまとまりの日本語が必要だから、というものがあ
る。授業というものはそれがどんな教授法でどんな教
育方法であろうと、教師によって指示され促され期待
される学習や言動があり、学習者はこれに応じて、何
をどうやればいいかが分かるようになつている。しか
し、自己表現活動における発表活動やプレゼンテーショ
ンにおいては、どういう内容がよいのか、どういうト
ピックがよいのか、どういう言葉を使えばよいのか、
どのように準備していけばよいのか等々についての学
習者個々の裁量・判断 。自律性の領域があり、この′点
において学習者の内発性と主体′l■が問われる活動にな
りうるのである。
そして、学習者が身につけていくべきものは、言語
事項ではなく、言葉遣いであり、様々な言葉遣いの中
の一つとして(ひとまとまりのことがらについて自己
肯定感や満足感や自信をもつて表現することとしての
自己表現活動があるということなのである。「ひとま
とまり」とは、談話であリテクス トのことである2。
言語事項の集積ではなく、テクストの習得と獲得が必
要だということである。所謂読めるようになること、
書けるようになることは観察が容易な表層であつて、
テクストの獲得が深層にある。これは文脈を捉える力、
文脈をつくる力の育成に繋がる可能性がある。
筆者のこの立場では、表現者の内発性 。主体性に乏
しいとみなされるもの、表現者の自信や確かさに乏し
いと思われるものは評価も低くなる。その評価判断に
ついては、発表時の観察に加えて、どのように準備し
たかということと、日々の授業においての形成的評価
も参考にされる。
6 まとめと課題
マスターテクストアプローチにおける自己表現活動
で学習する言葉の意味は、3種類の文脈の中でのもの
である。自己表現活動においては表現者である自己が
顕在化しやすくなり、内言性のある意味や「わたしの
意味」が生まれやすくなる可能性がある。そして、そ
れがどんな「わたし」であるかということから明らか
になる誤用がある。「わたし」とは、意味の内言性を
持つ言葉の中での象徴的言葉であり、これらのことに
よつて言葉遣いにおける意味の内言性が活性化される
と考えられる。
より良い自己表現活動についての課題がある。自己
表現活動は学習活動であると同時に、内発性や表現論
的課題が生じるものでもある。そして、本考察で言う
「わたしの意味」についての更なる検討と考察が必要
である。
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